
学生確保資料-1- 

 

（添付資料） 

 

資料１ 白梅学園大学 2020年度～2022年度 志願者数（都道府県別） 

資料２ 首都圏における 18歳人口動態 

資料３ 大学進学者数・進学率（現役）の推移（東京都・埼玉県） 

資料４ 学科系統のマーケットトレンド 

資料５ 【高校生】就きたい職業ランキング 

資料６ 【保護者】就いて欲しい職業ランキング 

資料７ 2022年公務員実就職率ランキング 

資料８ 白梅学園大学子ども学部 2018年度～2022年度学生募集状況 

資料９ 白梅学園大学 「子ども学部」 （仮称）設置に関するニーズ調査  

結果報告書【高校生対象調査】 

資料 10 保育所の利用児童数の今後の見込み 

資料 11 保育士の有効求人倍率の推移 

資料 12 婚姻・離婚の動向③ 

資料 13 母子世帯と父子世帯数の推計（全国・東京都） 

資料 14 外国籍等の子どもの入園の有無 

資料 15 保育所等訪問支援利用者推移 

資料 16 児童発達支援事業所利用者推移 

資料 17 放課後デイサービス利用者数推移 

資料 18 公立小・中学校の採用者数の推移と見通し 

資料 19 特別支援学級の児童生徒数・学級数 

資料 20 通級による指導を受けている児童生徒数の推移 

・・・p.2 

・・・p.3 

・・・p.3 

・・・p.4 

・・・p.5 

・・・p.5 

・・・p.6 

・・・p.7 

・・・ｐ.8 

 

・・・p.27 

・・・p.28 

・・・p.29 

・・・p.30 

・・・p.31 

・・・p.32 

・・・p.32 

・・・p.32 

・・・p.33 

・・・p.34 

・・・p.35 

 

  



学生確保資料-2- 

 

東京都 424 71.0% 439 69.6% 338 73.8% 1,202 71.2%

埼玉県 61 10.2% 50 7.9% 40 8.7% 151 9.0%

山梨県 19 3.2% 26 4.1% 20 4.4% 65 3.9%

神奈川県 21 3.5% 25 4.0% 10 2.2% 56 3.3%

長野県 6 1.0% 16 2.5% 10 2.2% 32 1.9%

新潟県 15 2.5% 9 1.4% 3 0.7% 27 1.6%

千葉県 10 1.7% 14 2.2% 3 0.7% 27 1.6%

茨城県 6 1.0% 9 1.4% 4 0.9% 19 1.1%

北海道 3 0.5% 4 0.6% 2 0.4% 9 0.5%

福島県 3 0.5% 4 0.6% 2 0.4% 9 0.5%

沖縄県 1 0.2% 1 0.2% 6 1.3% 8 0.5%

山形県 3 0.5% 1 0.2% 3 0.7% 7 0.4%

栃木県 1 0.2% 4 0.6% 2 0.4% 7 0.4%

静岡県 3 0.5% 4 0.6% 0 0.0% 7 0.4%

愛媛県 0 0.0% 3 0.5% 3 0.7% 6 0.4%

岐阜県 4 0.7% 0 0.0% 1 0.2% 5 0.3%

福岡県 0 0.0% 5 0.8% 0 0.0% 5 0.3%

青森県 0 0.0% 4 0.6% 0 0.0% 4 0.2%

宮城県 0 0.0% 1 0.2% 3 0.7% 4 0.2%

奈良県 0 0.0% 1 0.2% 3 0.7% 4 0.2%

徳島県 4 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 4 0.2%

群馬県 0 0.0% 0 0.0% 3 0.7% 3 0.2%

三重県 0 0.0% 3 0.5% 0 0.0% 3 0.2%

大阪府 3 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 3 0.2%

山口県 0 0.0% 3 0.5% 0 0.0% 3 0.2%

鹿児島県 1 0.2% 1 0.2% 1 0.2% 3 0.2%

秋田県 2 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.1%

福井県 0 0.0% 2 0.3% 0 0.0% 2 0.1%

岡山県 2 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.1%

広島県 2 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.1%

熊本県 1 0.2% 1 0.2% 0 0.0% 2 0.1%

岩手県 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 1 0.1%

愛知県 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.1%

高知県 0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 1 0.1%

佐賀県 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.1%

富山県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

石川県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

滋賀県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

京都府 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

兵庫県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

和歌山県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

鳥取県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

島根県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

香川県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

長崎県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

大分県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

宮崎県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

総計 597 100.0% 631 100.0% 458 100.0% 1,688 100.0%

※高等学校卒業程度認定試験合格者、社会人、外国人留学生の受験生を除く

2022

年度
３年度合計

白梅学園大学　2020年度～2022年度　志願者数
（都道府県別　※出身高校所在地）

都道府県
2020 2021

データ元：白梅学園大学　作成

【資料１】 
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出典元：リクルート進学総研 「学部・学科トレンド 2021」 
学科系統のマーケットトレンド 

▼ 上図より、「心理学」「教育学」「保育・児童学」を抽出したもの 

【資料４】 
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【高校生】就きたい職業ランキング 

（就きたい職業が「ある」 かつ 職業回答者／自由回答） 

出典元：リクルート進学総研 「高校生と保護者の進路に関する意識調査 2021」 

【保護者】就いてほしい職業ランキング 

（就いてほしい職業が「ある」 かつ 職業回答者／自由回答） 

【資料５】 

【資料６】 
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全
国
順
位

関
東
順
位

大
学

所
在
地

公
務
員
実
就
職
率
（

％
）

1 山口学芸大 山口 68.0
2 1 日本文化大 東京 48.8
3 岐阜聖徳学園大 岐阜 48.0
4 常磐会学園大 大阪 43.3
5 大和大 大阪 39.4
6 2 白梅学園大 東京 38.3

全
国

首
都
圏
（

1
都
6
県
）

東
京
都

2022年　公務員実就職率順位 私立大 6 2 2
調査校数 全大学 743 238 127

私立大 570 209 115

【資料７】 

 

2022公務員実就職率ランキング（2022 年 10 月 31日 大学通信調べ） 

 



学生確保資料-7- 

 

 【
資
料
８
】
 



白梅学園大学
「子ども学部」 （仮称）

設置に関するニーズ調査
結果報告書

【高校生対象調査】

令和４年12月

株式会社 進研アド

Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved.
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１．調査目的

３．調査項目

2024年４月開設予定の白梅学園大学「子ども学部」新設構想に関して、高校生か
らの進学ニーズを把握する。

高校生対象調査

• 性別

• 高校種別

• 高校所在地

• 所属クラス

• 高校卒業後の希望進路

• 興味のある学問系統

• 白梅学園大学「子ども学部」の特色に対する魅力度

• 白梅学園大学「子ども学部」への受験意向

• 白梅学園大学「子ども学部」への入学意向

２．調査概要

高校生対象 調査概要

高校生対象調査

調査対象 高校２年生

調査エリア 埼玉県、東京都、山梨県

調査方法 高校留置き調査

調査
対象数

依頼数
（依頼校数）

5,578人（39校）

有効回収数
（回収校数）

4,299人（36校）
有効回収率：77.1％

調査時期 2022年９月６日（火）～2022年10月13日（木）

調査実施機関 株式会社 進研アド

-学生確保資料9-



高校生対象 調査結果まとめ
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高校生対象 調査結果まとめ

※本調査は、白梅学園大学「子ども学部」に対する需要を確認するための調査として
設計。白梅学園大学の主な学生募集エリアである埼玉県、東京都、山梨県に所在
する高校の高校２年生に調査を実施し、4,299人から回答を得た。

• 回答者の性別は、「男性」が41.9％、「女性」が57.7％である。

• 回答者の在籍高校種別は「公立」が62.6％、「私立」が37.4％である。

• 回答者の在籍高校所在地は、白梅学園大学の所在地である「東京都」が88.7％

で最も多い。次いで「埼玉県」が10.5％、「山梨県」が0.8％と続く。

• 回答者の所属クラスは「文系クラス（文系コース）」が42.7％を占め、最も多い。次

いで「コース選択はない」が31.1％、「理系クラス（理系コース）」が14.3％と続く。

回答者の属性

高校卒業後の希望進路や興味のある学問系統

• 回答者の高校卒業後の希望進路を複数回答で聴取したところ、「私立大学に進学」

の割合が69.5％で最も高い。次いで「専門学校・専修学校に進学」が31.4％、「国公

立大学に進学」が28.1％と続く。私立大学への進学志望者が多いことから、白梅学

園大学がターゲットとする対象に調査を実施出来ていると考えられる。

• 回答者の興味のある学問系統を複数回答で聴取したところ、「経済・経営・商学」

が24.6％で最も高い。次いで白梅学園大学「子ども学部 子ども心理学科」の学び

と関連する「心理学」が20.9％、「その他」を除けば「文学（哲学、歴史学、地理学、

文化学含む）」と「子ども学部 子ども心理学科」の学びと関連する「児童学・保育

学」が同率で14.5％と続く。「子ども学部 教育学科」の学びと関連する「教員養

成・教育学」は13.1％。

-学生確保資料11-
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高校生対象 調査結果まとめ

白梅学園大学「子ども学部」の特色に対する魅力度

• 白梅学園大学「子ども学部」の特色に対する魅力度（※）は、全ての項目で６割を

超える。

• 子ども心理学科の特色のうち魅力度がより高いのは、「Ａ．赤ちゃんから大人までの

生涯発達について理解を深め、発達における困難や心理的困難を抱える人々を

サポートできる専門性を身につけられる。」（67.7％）である。

「Ｂ．心理学を基本としながら、幼稚園教諭免許状と保育士資格の取得を目指し、

現代の保育・幼児教育に必要な子どもと家族への心理的援助を学ぶことができ

る。」は67.5％である。

• 教育学科の特色で最も魅力度が高いのは、「Ｅ．現代の学校教育における様々な

課題の解決に向けた知識と一人ひとりの子どもが自己実現を図ることのできる学

習・生徒指導方法を学び、地域と学校で連携・協働し、社会全体で子どもを支援し

育むための知識と技術を学べる。」（66.5％）である。

次に魅力度が高いのは、「Ｃ．子どもの成長・発達や子どもを取り巻く環境、多様化

した学校教育の課題について理解を深め、小学校教育・特別支援教育・中学校教

育における子どもの豊かな学びを実現するために必要な資質・能力を育成するた

めの専門性を学べる学科である。」（66.3％）、さらに「Ｄ．学校教員を目指し、１年

生より学校インターンシップで学校現場について学び、教育に関する思想や制

度、各教科の専門的知識や指導法、子ども理解のための方法論、子どもや教育を

めぐる問題の理解と、その解決方法を学べる。」（64.8％）と続く。

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

-学生確保資料12-
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白梅学園大学「子ども学部」への受験意向・入学意向

高校生対象 調査結果まとめ

• 白梅学園大学「子ども学部」を「受験したいと思う」と答えた人は、11.0％（4,299人

中、473人）である。

• 白梅学園大学「子ども学部」を「受験したいと思う」と答えた473人のうち、白梅学園

大学「子ども学部」の「子ども心理学科に入学したい」と回答した人は、51.2％（242

人）、「教育学科に入学したい」と回答した人は、35.7％（169人）である。

白梅学園大学「子ども学部 子ども心理学科」への入学意向者数

※ここからは、白梅学園大学「子ども学部」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回答
し、かつ、Ｑ５で「子ども心理学科に入学したい」と回答した人を白梅学園大学「子ども
学部 子ども心理学科」の入学意向者と定義し、分析を行う。

• 回答者全体における「子ども学部 子ども心理学科」への入学意向は5.6％（242

人）で、予定している入学定員数40人を大きく上回る入学意向者がみられた。

＜属性別＞

◇性別

• 「男性」の回答者の入学意向は2.4％（1,802人中、44人）と、予定している入学定

員数を上回る入学意向者がみられた。「女性」の回答者の入学意向は8.0％

（2,481人中、198人）と、予定している入学定員数を４倍以上上回る入学意向者が

みられた。

◇高校所在地別

• 白梅学園大学の所在地である「東京都」の高校在籍者からの入学意向は5.4％

（3,813人中、205人）と、予定している入学定員数を大きく上回る入学意向者がみ

られた。

-学生確保資料13-
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高校生対象 調査結果まとめ

◇所属クラス別

• 「文系クラス（文系コース）」に所属している回答者の入学意向は7.6％（1,836人

中、139人）と、予定している入学定員数を３倍以上上回る入学意向者がみられ

た。

◇高校卒業後の希望進路別

• 白梅学園大学を受験・入学する可能性が高い「私立大学に進学」を考えている回

答者の入学意向は5.7％（2,988人中、169人）と、予定している入学定員数を４倍

以上上回る入学意向者がみられた。「国公立大学に進学」を考えている回答者の

入学意向は5.3％（1,207人中、64人）と、予定している入学定員数を上回る入学意

向者がみられた。

◇白梅学園大学「子ども学部」の特色に対する魅力度別

• 白梅学園大学「子ども学部 子ども心理学科」の特色に魅力を感じている回答者

の入学意向は、いずれの特色も8.1％であり、入学意向者数はすべて、予定して

いる入学定員数を大きく上回る入学意向者がみられた。

さらに精緻な条件下での、白梅学園大学「子ども学部
子ども心理学科」への入学意向者数

※入学意向者の条件をさらに精緻に設定して、Ｑ１で「私立大学に進学」と回答し、か
つ、Ｑ２で「児童学・保育学」「心理学」のいずれかに興味があると回答した、白梅学園
大学「子ども学部 子ども心理学科」の入学意向者について分析する。

• 回答者全体における精緻な条件下での入学意向は14.5％（961人中、139人）で、

予定している入学定員数を３倍以上上回る入学意向者がみられた。ターゲットの

条件をより精緻に限定した場合でも、予定している入学定員数を３倍以上上回る

入学意向者がみられた。

-学生確保資料14-
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高校生対象 調査結果まとめ

白梅学園大学「子ども学部 教育学科」への入学意向者数

※ここからは、白梅学園大学「子ども学部」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回答
し、かつ、Ｑ５で「教育学科に入学したい」と回答した人を白梅学園大学「子ども学部
教育学科」の入学意向者と定義し、分析を行う。

• 回答者全体における「子ども学部 教育学科」への入学意向は3.9％（169人）で、

予定している入学定員数50人を３倍以上上回る入学意向者がみられた。

＜属性別＞

◇性別

• 「男性」の回答者の入学意向は3.3％（1,802人中、60人）と、予定している入学定

員数を上回る入学意向者がみられた。「女性」の回答者の入学意向は4.4％

（2,481人中、108人）と、予定している入学定員数を２倍以上上回る入学意向者が

みられた。

◇高校所在地別

• 白梅学園大学の所在地である「東京都」の高校在籍者からの入学意向は4.0％

（3,813人中、154人）と、予定している入学定員数を３倍以上上回る入学意向者が

みられた。

◇所属クラス別

• 「文系クラス（文系コース）」に所属している回答者の入学意向は4.7％（1,836人

中、86人）と、予定している入学定員数を上回る入学意向者がみられた。

-学生確保資料15-
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高校生対象 調査結果まとめ

◇高校卒業後の希望進路別

• 白梅学園大学を受験・入学する可能性が高い「私立大学に進学」を考えている回

答者の入学意向は4.4％（2,988人中、130人）と、予定している入学定員数を２倍

以上上回る入学意向者がみられた。「国公立大学に進学」を考えている回答者の

入学意向は5.5％（1,207人中、66人）と、予定している入学定員数を上回る入学意

向者がみられた。

◇白梅学園大学「子ども学部」の特色に対する魅力度別

• 白梅学園大学「子ども学部 教育学科」の特色に魅力を感じている回答者の入学

意向は、いずれの特色でも5.8％を超えており、入学意向者数はすべて、予定して

いる入学定員数を３倍以上上回る入学意向者がみられた。

さらに精緻な条件下での白梅学園大学「子ども学部 教育学科」
への入学意向者数

※入学意向者の条件をさらに精緻に設定して、Ｑ１で「私立大学に進学」と回答し、か
つ、Ｑ２で「教員養成・教育学」に興味があると回答した、白梅学園大学「子ども学部
教育学科」の入学意向者について分析する。

• 回答者全体における精緻な条件下での入学意向は17.4％（466人中、81人）で、

予定している入学定員数を上回る入学意向者がみられた。ターゲットの条件をより

精緻に限定した場合でも、予定している入学定員数を上回る入学意向者がみられ

た。

-学生確保資料16-
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文系クラス
（文系コース）

理系クラス
（理系コース）

コース選択は
ない

その他 無回答

全体 (n=4,299) 42.7 14.3 31.1 9.1 

2.7 

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼
玉
県

東
京
都

山
梨
県

無
回
答

(n=4,299)

10.5 

88.7 

0.8 0.0 
0%

20%

40%

60%

80%

(n=4,299)

男性

41.9%

女性

57.7%

無回答

0.4%

(n=4,299)

国立

0.0%

公立

62.6%

私立

37.4%

無回答

0.0%

■性別

■所属クラス

回答者の属性（性別／高校種別／高校所在地／所属クラス）

■高校種別

■高校所在地

-学生確保資料18-
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教
員
養
成
・
教
育
学

児
童
学
・
保
育
学

心
理
学

社
会
学
・
社
会
福
祉
学

生
活
科
学

（
生
活
科
学

、
食
物
・

栄
養
学

、
被
服
学

、
住
居
学

）

文
学

（
哲
学

、
歴
史
学

、

地
理
学

、
文
化
学
含
む

）

語
学

経
済
・
経
営
・
商
学

法
学

国
際
関
係
学

芸
術
学

理
学

工
学

そ
の
他

ま
だ
決
め
て
い
な
い

無
回
答

(n=4,299)

13.1 14.5 

20.9 

10.8 
9.0 

14.5 
10.9 

24.6 

8.4 8.2 

13.2 
10.2 

7.8 

16.8 

8.7 

0.4 
0%

10%

20%

■高校卒業後の希望進路

高校卒業後の希望進路／興味のある学問系統

Ｑ１. あなたは、高校卒業後の進路について、現時点ではどのように考えていますか。以下の項目から、可能性のある□枠

すべてに○をつけてください。（いくつでも）

■興味のある学問系統

Ｑ２. あなたは、どのような学問に興味がありますか。以下の項目から、興味のある学問系統の□枠すべてに○を

つけてください。（いくつでも）（現時点で進学を希望されていない方も、進学する場合を想像してお答えください。）

私
立
大
学
に
進
学

国
公
立
大
学
に
進
学

短
期
大
学
に
進
学

専
門
学
校
・

専
修
学
校
に
進
学

専
門
職
大
学
・

専
門
職
短
期
大
学
に
進
学

就
職

そ
の
他

無
回
答

(n=4,299)
69.5 

28.1 

10.1 

31.4 

5.9 
9.9 

3.9 0.4 
0%

20%

40%

60%

-学生確保資料19-
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(各n=4,299)

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

無回答

Ａ．

赤ちゃんから大人までの生涯発達につい
て理解を深め、発達における困難や心理
的困難を抱える人々をサポートできる専門
性を身につけられる。

67.7

Ｂ．

心理学を基本としながら、幼稚園教諭免許
状と保育士資格の取得を目指し、現代の
保育・幼児教育に必要な子どもと家族への
心理的援助を学ぶことができる。

67.5

Ｃ．

子どもの成長・発達や子どもを取り巻く環
境、多様化した学校教育の課題について
理解を深め、小学校教育・特別支援教育・
中学校教育における子どもの豊かな学び
を実現するために必要な資質・能力を育成
するための専門性を学べる学科である。

66.3

Ｄ．

学校教員を目指し、１年生より学校イン
ターンシップで学校現場について学び、教
育に関する思想や制度、各教科の専門的
知識や指導法、子ども理解のための方法
論、子どもや教育をめぐる問題の理解と、
その解決方法を学べる。

64.8

Ｅ．

現代の学校教育における様々な課題の解
決に向けた知識と一人ひとりの子どもが自
己実現を図ることのできる学習・生徒指導
方法を学び、地域と学校で連携・協働し、
社会全体で子どもを支援し育むための知
識と技術を学べる。

66.5

子
ど
も
心
理
学
科
の
特
色

教
育
学
科
の
特
色

18.1 

23.2 

19.8 

20.4 

19.5 

49.6 

44.2 

46.5 

44.4 

47.0 

21.1 

20.8 

22.4 

23.5 

22.1 

8.1 

8.6 

8.1 

8.7 

8.1 

3.2 

3.1 

3.2 

3.1 

3.2 

【単位：％】

200 40 60 80 100

魅力度

（※）

■白梅学園大学「子ども学部」の特色に対する魅力度

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

Ｑ３. 白梅学園大学 「子ども学部」には、以下のような特色があります。
それぞれの特色について、あなたはどの程度魅力を感じますか。（それぞれ、あてはまる□枠１つに○）

白梅学園大学「子ども学部」の特色に対する魅力度

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない

-学生確保資料20-
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子ども心理学科
に入学したい

教育学科
に入学したい

入学したい学科
はこの中には

ない

全体 (n=4,299)

受験したいと思う 受験したいと
思わない

無回答

【単位：％】

200 40 60 80 100

5.6

（242人）

3.9

（169人）

1.4

（62人）
86.5

（3,718人）

2.5

（108人）

子ども心理学科
に入学したい

教育学科
に入学したい

入学したい学科
はこの中には

ない

無回答

(n=473)
受験
意向者

51.2

（242人）

35.7

（169人）

13.1

（62人）

0.0

（0人）

【単位：％】

200 40 60 80 100

受験したいと思う 受験したいと思わない 無回答

全体 (n=4,299)
11.0 

（473人）

86.5 

（3,718人）

2.5

（108人）

【単位：％】

200 40 60 80 100

白梅学園大学「子ども学部」への受験意向／入学意向／
受験意向別入学意向

■白梅学園大学「子ども学部」への受験意向

Ｑ４. あなたは、白梅学園大学 「子ども学部」を受験してみたいと思いますか。あなたの気持ちに近い方の□枠１つに○を
つけてください。（１つだけ）

■白梅学園大学「子ども学部」への入学意向

Ｑ５. あなたは、白梅学園大学 「子ども学部」を受験して合格したら、どの学科に入学したいと思いますか。
あなたの気持ちに一番近い□枠１つに○をつけてください。（１つだけ）

「受験したいと思う」と答えた473人のみ抽出

「受験意向（Ｑ４）」と「入学意向（Ｑ５）」を
かけあわせて集計（母数は全回答者）

■白梅学園大学「子ども学部」への受験意向別入学意向

-学生確保資料21-
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全体 (n=4,299) 242人 

男性 (n=1,802) 44人 

女性 (n=2,481) 198人 

埼玉県 (n=452) 29人 

東京都 (n=3,813) 205人 

山梨県 (n=34) 8人 

文系クラス（文系コース） (n=1,836) 139人 

理系クラス（理系コース） (n=616) 14人 

私立大学に進学 (n=2,988) 169人 

国公立大学に進学 (n=1,207) 64人 

私
立
大
学

進
学
意
向

×

興
味
学
問

系
統
別

私立大学＆【児童学・保育学】ｏｒ【心理学】・計 (n=961) 139人 

特色Ａ　魅力あり (n=2,910) 237人 

特色Ｂ　魅力あり (n=2,900) 236人 

性
別

「
子
ど
も

学
部

」
の

特
色
に
対
す
る

魅
力
度
別

所
属

ク
ラ
ス
別

高
校

卒
業
後
の

希
望
進
路
別

高
校
所
在
地
別

5.6 

2.4 

8.0 

6.4 

5.4 

23.5 

7.6 

2.3 

5.7 

5.3 

14.5 

8.1 

8.1 

入学

意向者数

（※）

【単位：％】

0 10 20 30

■白梅学園大学「子ども学部 子ども心理学科」への受験意向別入学意向
＜属性別＞

白梅学園大学「子ども学部 子ども心理学科」への
受験意向別入学意向＜属性別＞

※入学意向者数＝「受験したいと思う」かつ「子ども心理学科に入学したい」と回答した人の人数

※白梅学園大学「子ども学部 子ども心理学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回
答し、かつ、Ｑ５で「子ども心理学科に入学したい」と回答した人を白梅学園大学「子
ども学部 子ども心理学科」の入学意向者と定義する。

＜属性別＞

-学生確保資料22-
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全体 (n=4,299) 169人 

男性 (n=1,802) 60人 

女性 (n=2,481) 108人 

高
校

所
在
地

別 東京都 (n=3,813) 154人 

文系クラス（文系コース） (n=1,836) 86人 

理系クラス（理系コース） (n=616) 18人 

私立大学に進学 (n=2,988) 130人 

国公立大学に進学 (n=1,207) 66人 

私
立
大
学

進
学
意
向

×

興
味
学
問

系
統
別

私立大学＆【教員養成・教育学】 (n=466) 81人 

特色Ｃ　魅力あり (n=2,850) 164人 

特色Ｄ　魅力あり (n=2,785) 162人 

特色Ｅ　魅力あり (n=2,860) 165人 

性
別

所
属

ク
ラ
ス
別

高
校

卒
業
後
の

希
望
進
路
別

「
子
ど
も
学
部

」
の

特
色
に
対
す
る

魅
力
度
別

3.9 

3.3 

4.4 

4.0 

4.7 

2.9 

4.4 

5.5 

17.4 

5.8 

5.8 

5.8 

入学

意向者数

（※）

【単位：％】

0 10 20 30

白梅学園大学「子ども学部 教育学科」への受験意向別
入学意向＜属性別＞

＜属性別＞

※入学意向者数＝「受験したいと思う」かつ「教育学科に入学したい」と回答した人の人数

■白梅学園大学「子ども学部 教育学科」への受験意向別入学意向＜属性別＞

※白梅学園大学「子ども学部 教育学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回答し、
かつ、Ｑ５で「教育学科に入学したい」と回答した人を白梅学園大学「子ども学部 教
育学科」の入学意向者と定義する。

-学生確保資料23-
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調査票
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調査票
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【
資
料

10
】
 

保
育
所
の
利
用
児
童
数
の
今
後
の
見
込
み

 

 

（
引
用
：「

保
育
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
」
令
和
３
年
５
月

2
6
日

 厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
保
育
課
）
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（
引
用
：
「
結
婚
と
家
族
を
め
ぐ
る
基
礎
デ
ー
タ
」
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
令
和
３
年
１
１
月
２
日
）

 

 

【
資
料

1
2】
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（引用：「直近の調査に基づくひとり親家庭の現状」東京都保健福祉局令和元年５月 27日） 

 

 

  

【資料 13】 母子世帯と父子世帯数の推計（全国・東京都） 
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外国籍等の子どもの入園の有無 

  

   

【資料 14】 

（引用「外国籍等の子どもへの保育に関する調査研究報告書」令和３（2021）年３月 

令和２年度子ども・子育て支援推進調査研究事業） 
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】
保
育
所
等
訪
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支
援
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用
者
数
推
移

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
資
料

16
】
児
童
発
達
支
援
事
業
所
利
用
者
推
移

 

 【
資
料

17
】
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
推
移

 

（
引
用
：
厚
生
労
働
省
障
害
児
通
所
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
第
５
回

(R
3
.8
.
27
)
参
考
資
料

4）
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【
資
料
1
9
】
 

（
引
用
「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
」
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援
教
育
課
令
和
３
年
９
月

27
日
）

 



学生確保資料-35- 

 

【
資
料
2
0
】
 

（
引
用
「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
」
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援
教
育
課
令
和
３
年
９
月

27
日
）

 



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
タカダ　フミコ

髙田文子
＜令和３年４月＞

教育学修
士

白梅学園大学　学長
＜令和3年4月～令和6年3月＞

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）



審査意見（７月）（本文）―1― 

審査意見への対応を記載した書類（７月）（本文） 

 

（目次）子ども学部 家族・地域支援学科 

１．既設の子ども学部家族・地域支援学科及び大学全体において、令和４年の改正前大学設

置基準第 13 条に定める専任教員数のうち、 半数以上は原則として教授とする規定を満

たしていないため、適切に改めること。 

（是正事項）・・・・・２ 

  



審査意見（７月）（本文）―2― 

（是正事項）子ども学部 家族・地域支援学科 

既設の子ども学部家族・地域支援学科及び大学全体において、令和４年の改正前大学設

置基準第 13 条に定める専任教員数のうち、 半数以上は原則として教授とする規定を満

たしていないため、適切に改めること。 

 

（対応） 

  子ども学部家族・地域支援学科における専任教員について、令和５年度より同法人内の

教授職位の教員を１名子ども学部家族・地域支援学科に異動を行い、令和４年の改正前大

学設置基準第13 条に定める専任教員数のうち、半数以上教授（４名）を満たす対応を

をしている。 

 

  



審査意見（７月）（新旧対照表）―1― 

新旧対照表 

基本計画書（別記様式第２号（その１の１）） 

新 

教員組織の概要 

 

旧 

教員組織の概要 

 

 

  

0 -

（22） （17） （3） （1） （43） （0） （-）
合　　　　計

21 17 4 1 43

（） （） （） （）

既

設

分

なし
（） （） （） （） （）

（） （）

（）

計
（）

（） （） （） （） （） （）

（） （）

（17） （3） （1） （43） （0） （-）
計

21 17 4 1 43

0人 49人

（5） （6） （1） （0） （12） （0） （50）
子ども学部　教育学科

4人 6人 2人 0人 12人

0 -

（22）

（54）

（34）

子ども学部　子ども心理学科
6人 2人 0人 1人 9人 0人 54人

（6）

（4） （4） （0） （0） （8） （0）

（2） （0） （1） （9） （0）

（5） （2） （0） （14） （0） （65）

0人 8人 0人 52人

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設

分

子ども学部　子ども学科
7人 5人 2人 0人

子ども学部　家族・地域支援学科
4人 4人 0人

14人 0人 65人

（7）

0 -

（21） （17） （1） （0） （42） （0） （-）
合　　　　計

20 17 4 1 42

（） （） （） （） （） （）

（）

計
（）

（） （） （） （） （） （）

（） （） （） （） （） （） （）既

設

分

なし

0 -

（21） （17） （3） （1） （42） （0） （-）
計

20 17 4 1 42

0人 49人

（5） （6） （1） （0） （12） （0） （50）
子ども学部　教育学科

4人 6人 2人 0人 12人

0人 54人

（6） （2） （0） （1） （9） （0） （54）
子ども学部　子ども心理学科

6人 2人 0人 1人 9人

52人

（3） （4） （0） （0） （0） （0） （34）

3人 4人 0人 0人 7人 0人

65人

（7） （5） （2） （0） （14） （0） （65）

助手

新

設

分

子ども学部　子ども学科
7人 5人 2人 0人 14人 0人

子ども学部　家族・地域支援学科

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計
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新 旧 

（3）教員組織 

子ども学部子ども心理学科について、（省略） 

以上は学科の設置基準上（旧設置基準）の教

員数を述べており、学部全体では、ST比は 22.3

人から 23.8人と上昇するが、この他に実習指導

センター、教職教育・研究センターにおいて実

習を指導及び支援する補助教員等を配置してい

るため、既存の学科等への影響はない。 

このことから教育の質を担保する教員組織と

して、十分対応できる体制と考えている。 

収容定員増加後の配置基準（旧設置基準。1学

部 4学科収容定員 1,024名）43名を配置してお

り、この教員体制が既存学科等に影響を与える

ことはない。 

（3）教員組織 

子ども学部子ども心理学科について、（省略） 

以上は学科の設置基準上（旧設置基準）の教

員数を述べており、学部全体では、ST比は 22.9

人から 24.4人と上昇するが、この他に実習指導

センター、教職教育・研究センターにおいて実

習を指導及び支援する補助教員等を配置してい

るため、既存の学科等への影響はない。 

このことから教育の質を担保する教員組織と

して、十分対応できる体制と考えている。 

収容定員増加後の配置基準（旧設置基準。1学

部 4学科収容定員 1,024名）42名を配置してお

り、この教員体制が既存学科等に影響を与える

ことはない。 
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